
 79  

   

【授業の主題】 

リプロダクティブ・ヘルス／ライツの概念と意義を基盤に、女性のライフステージ各期の特徴や発達課題等から対

象者を理解し、多岐にわたる女性の健康問題とその看護の基礎的知識について学ぶ。人間の性と生殖について理解し、

母性看護における意義・生命倫理・看護倫理や具体的業務内容・責務・看護師の役割等について学ぶ。また、わが国

および諸外国における母性看護の歴史的変遷と現状を母子統計、組織・法律、母子保健施策等から学ぶ。 

 

【到達目標】 

１．母性看護の基盤となる概念と意義について理解する。 

２．母性看護の対象を取り巻く社会変遷と現状について理解する。 

３．女性のライフステージ各期における看護問題および看護について理解する。 

４．性とセクシュアリティに関わる看護問題について理解する。 

 

【授業計画・内容】 

第１回  母性看護の基盤となる概念① 

第２回  母性看護の対象を取り巻く社会変遷と現状① 

第３回  母性看護の対象を取り巻く社会変遷と現状② 

第４回  女性のライフステージ各期における看護① 

第５回  女性のライフステージ各期における看護② 

第６回  リプロダクティブ・ヘルス 

 第７回  母性看護実践に必要な技術 

第８回  まとめ 

 

【授業実施方法】 

  講義 

 

【授業準備】 

授業中、疑問に思ったことや出された課題は、次回の授業までに必ず調べ、まとめておくこと。 

 

【主な関連する科目】 

リプロダクティブ・ヘルス／ライツ、次世代育成ケア論、母性看護方法論、母性看護学実習、助産科目 

 

【教科書等】 

系統看護学講座 専門分野Ⅱ 母性看護学概論 母性看護学①（医学書院） 

 

【参考文献】 

適宜提示 

 

【成績評価方法】 

筆記試験80％、授業への取り組み姿勢・グループワークの発表内容・出席状況20％により総合的に評価する。 

 

【学生へのメッセージ】 

・ 次世代育成ケア論と母性看護学概論は、母性看護方法論や母性看護学実習の基礎となります。 

・ 初めて耳にする専門用語が授業中、多く出てきます。必ず、復習してください。 

授業科目名・形態     母性看護学概論   講義    必修・選択の別 必修 

担当者氏名 岩間 薫 開講期 ２年前期 単位数  １ 


